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花と緑と水のまち

M i m a t a  P u b l i c R e l a t i o n s

介護予防の新しい挑戦が始まります

高齢者皆さんの
思いを支えます

10月1日、地域包括支援センターが始動します
特集-1

特集-2
国保特集Vol.6
国民健康保険からのお知らせ

10月１日から国保が
一部変わります
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高
齢
者
皆
さ
ん
の

思
い
を
支
え
ま
す

特
集
１
：

特集１：高齢者皆さんの思いを支えます

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
始
め
る
「
介
護
予
防
の
新
し
い
挑
戦
」

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン
タ
ー
）

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

は
つ
ら
つ
と
安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
続

け
て
い
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
で
き
る
限
り
介

護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
心
身
の
状
態
に

応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
確
保
し
、
切
れ
目
な

く
提
供
さ
れ
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
や
疑
問
点
、
困
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
の
役
割

も
担
い
ま
す
。

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
】

Ⅰ
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

　

支
援
し
ま
す
〜
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
〜

①
要
介
護
認
定
で

　

要
支
援
１
・
２
と
判
定
さ
れ
た
人

新
予
防
給
付
と
し
て
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
日
常
生
活
を
活
発
に
す
る
通

所
系
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
予
防
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
〔
デ
イ

ケ
ア
〕）
や
訪
問
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
予
防
訪
問

介
護
、
介
護
予
防
訪
問
看
護
な
ど
）、
介
護
予

防
福
祉
用
具
貸
与
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
な
ど
約
15
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
実
施
後
に
効

果
を
評
価
し
必
要
に
応
じ
て
メ
ニ
ュ
ー
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。
心
身
の
状
態
の
悪
化
を
防

ぎ
維
持
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
も

の
で
す
。

②
生
活
機
能
低
下
気
味
と
判
断
さ
れ
た
人

　
（
特
定
高
齢
者
候
補
者
）

６
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
〈
住
民
基
本
健
診
〉

と
〈
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
〉
で
、
支
援
や
介
護

が
必
要
と
な
る
恐
れ
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た

人
（
特
定
高
齢
者
候
補
者
）
へ
の
支
援
で
す
。

生
活
機
能
の
低
下
を
早
期
に
発
見
し
、
予
防
・

改
善
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
予
防
支
援
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
人

に
合
っ
た
介
護
予
防
事
業
（
運
動
器
の
機
能
向

上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能
の
向
上
、
閉
じ
こ

も
り
予
防
・
支
援
、
認
知
症
予
防
・
支
援
、
う

つ
予
防
・
支
援
）
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
一
般
高
齢
者（
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
る
人
）

現
在
の
状
態
を
維
持
し
、
よ
り
健
康
に
な
る
た

め
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
や
健
康

教
室
、
相
談
な
ど
の
講
座
を
積
極
的
に
参
加
し
、

自
発
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す

〜
権
利
擁
護
事
業
〜

高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応
、
悪
質
な
訪
問
販
売
な

ど
に
よ
る
消
費
者
被
害
の
防
止
、
成
年
後
見
制
度

（
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
、
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
の
入
所
な
ど
に
関
す
る
契
約

な
ど
で
、適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
高
齢
者
を
支
援
す
る
制
度
で
す
）
の
活
用
な
ど

で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
権
利
を
擁
護
し
ま
す
。

Ⅲ
介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど

　
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い　
〜
総
合
相
談
支
援
〜

高
齢
者
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
か
把
握
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

Ⅳ
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
皆
さ
ん
を
支
え
ま
す

〜
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜

高
齢
者
の
心
身
の
状
態
や
そ
の
変
化
に
合
わ
せ

て
、
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
指
導
・

助
言
や
、
医
療
機
関
な
ど
関
係
機
関
と
の
調
整
を

行
い
ま
す
。

【
職
員
体
制
】

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は

専
門
職
が
常
駐
し
て
い
ま
す
（
総
勢
７
人
）

◆
保
健
師
（
１
人
）　　

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

◦
身
体
機
能
事
前
評
価
の
実
施

◦
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成

◦
身
体
機
能
評
価
の
再
実
施　

◆
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
１
人
）　　

包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支
援

◦
日
常
的
個
別
指
導
・
相
談

◦
支
援
困
難
事
例
な
ど
へ
の
指
導
・
助
言

◦
地
域
で
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築

◆
社
会
福
祉
士
（
１
人
）　

総
合
相
談
窓
口

◦
虐
待
防
止
の
た
め
の
相
談
や
権
利
擁
護
な
ど
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
ぐ
役
割

◦
総
合
相
談
・
支
援
や
他
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と

の
連
携

◆
看
護
師
（
３
人
）

◦
介
護
予
防
・
新
予
防
給
付
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

◆
理
学
療
法
士
（
１
人
）

◦
個
々
に
対
す
る
介
護
予
防
事
業
の
ふ
る
い
分
け

◦
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク

◦
効
果
判
定
の
チ
ェ
ッ
ク

介
護
予
防
に
関
す
る
こ
と
は
、

お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口
】

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
52―

８
６
３
４
（
直
通
）

☎
52―

１
１
１
１
（
役
場
）

町
北
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
52―

８
０
２
８

三股町地域
包括支援センター

高齢者の皆さんに関する
さまざまな相談を
受け付けます

ケアマネージャーの後方支援
や医療機関をはじめとする関
係機関との調整を行います

介護が必要な状態に
なることを予防します

高齢者の皆さんの
人権や財産を守る支援を
行います介護予防を行っていく｢生きがいデイサービス｣

（総合福祉センター ｢元気の杜｣内）。

【言葉の説明】
ケアプラン
要介護認定１〜５の人のプランで、本人の
状況、本人・家族の希望などを踏まえ、ど
のような介護サービスをいつ、どれだけ利
用するかを書面にまとめたものです。
介護予防ケアプラン
要支援１・２または特定高齢者に対するケ
アプランで、主に地域包括支援センターが
中心となって作成します。
特定高齢者
「生活機能評価」での判定に基づいて選定
された人のこと。介護保険対象ではありま
せんが、ある程度の生活機能の低下が認め
られる高齢者のことです。
地域密着型サービス
要介護状態になっても住み慣れた地域で生
活が継続できるように支援するサービスの
ことです。原則として、他市町村で提供さ
れているサービスは利用できません。

治
療
し
て
病
気
が
良
く
な
る
こ
と
が
喜
び
で
あ
る
よ
う
に
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
で
機
能
が
回
復
し
た
な
ら
ば
、

大
き
な
喜
び
と
な
る
は
ず
で
す
。

高
齢
者
一
人
一
人
に
合
っ
た

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

支
え
て
い
き
た
い―

。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
支
え
な
が
ら
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
予
防
の
新
し
い
挑
戦
を
始
め
ま
す
。

介
護
の
程
度
が
軽
く
な
る
こ
と
が
、

不
利
益
と
不
安
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、

生
涯
楽
し
み
な
目
標
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

ひ
ざ
を
曲
げ
る
こ
と
、物
を
つ
か
む
こ
と
、立
ち
上
が
る
こ
と
、歩
く
こ
と
…

今
、自
分
で
で
き
る
こ
と
を
、い
つ
ま
で
も
で
き
る
自
分
で
あ
り
続
け
た
い
。

こ
の
前
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
を
、ま
た
同
じ
よ
う
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

い
つ
ま
で
も
は
つ
ら
つ
と
、暮
ら
し
て
い
け
ま
す
よ
う
に
。

「
三
股
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」は
、10
月
１
日
か
ら

「
三
股
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」へ
再
編
さ
れ
ま
す
。
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特集２：国保特集

三
股
町
国
民
健
康
保
険　

国
保
特
集　
第
６
号

70
歳
未
満
の
人

○
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
、
同
一
の
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負

担
額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
は
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
70
歳
未
満
の
人
は
左
表
の
よ
う
に
自
己
負
担
限
度

額
が
一
部
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

９
月
30
日
ま
で　
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）

10
月
１
日
か
ら　
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）

出
産
育
児
一
時
金
が
変
わ
り
ま
す
。

国
保
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

9
月
30
日
ま
で
：
１
児
に
つ
き　
30
万
円

10
月
1
日
か
ら
：
１
児
に
つ
き　
35
万
円

70
歳
以
上
の
人

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら
医
療
の
受
け
方
が
変
わ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
月
の
初
日
が
誕
生
日
の
人
は
、
そ
の
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

70
歳
を
迎
え
る
人
に
は
高
齢
受
給
者
証
が
一
体
に
な
っ
た
『
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
』
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

誕
生
日
の
月
末（
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
前
月
末
）ま
で
に
国
保
年

金
係
か
ら
郵
送
し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
例
】
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人
…
…
…
…
10
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
　

10
月
２
日
〜
末
日
生
ま
れ
の
人
…
11
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

○
自
己
負
担（
医
療
機
関
な
ど
で
の
窓
口
支
払
い
）の
割
合
に
つ
い
て

医
療
費
の
自
己
負
担
は
１
割
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
以
上

３
回
目
ま
で

４
回
目
以
降（
※
２
）

一　
　

般

７
万
２
、３
０
０
円+

医
療
費

が
24
万
１
、０
０
０
円
を
超
え

た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の

1
㌫
を
加
算

4
万
２
０
０
円

上
位
所
得
者

（
※
1
）

13
万
９
、８
０
０
円+

医
療
費

が
46
万
６
、０
０
０
円
を
超
え

た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の

1
㌫
を
加
算

7
万
７
、７
０
０
円

住
民
税

非
課
税
世
帯
3
万
５
、４
０
０
円

2
万
４
、６
０
０
円

３
回
目
ま
で

４
回
目
以
降（
※
２
）

一　
　

般

8
万
１
０
０
円+

医
療
費
が
26

万
７
、０
０
０
円
を
超
え
た
場

合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の
1
㌫

を
加
算

4
万
４
、４
０
０
円

上
位
所
得
者

（
※
1
）

15
万
円+

医
療
費
が
50
万
円
を

超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た

分
の
1
㌫
を
加
算

８
万
３
、４
０
０
円

住
民
税

非
課
税
世
帯
3
万
５
、４
０
０
円

2
万
４
、６
０
０
円

※
１　
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
な
ど
が
６
０
０
万
円
を
超
え
る
世
帯
。

※
２　
過
去
12
カ
月
間
に
一
つ
の
世
帯
で
の
支
給
が
４
回
以
上
あ
っ
た
場
合
の

４
回
目
以
降
の
限
度
額
。

所
得
者
は
２
割
（
今
年
10
月
か
ら
は
３
割
）
に
な
り
ま
す
。

○
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

同
じ
月
内
に
、
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
の
合
計
が
高

額
に
な
っ
た
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
分
は
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

70
歳
以
上
の
人
は
左
表
の
よ
う
に
自
己
負
担
限
度
額
が
一
部
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
低
所
得
者
Ⅱ
・
Ⅰ
の
人
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

９
月
30
日
ま
で　
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）

10
月
1
日
か
ら　
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）

低
所
得
者
Ⅱ
・
Ⅰ
の
人
は
入
院
の
際
は
『
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
世
帯
主

が
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
と
印
か
ん
（
認
め

印
可
）
を
持
っ
て
国
保
年
金
係
（
③
番
窓
口
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
所
得
に
応
じ
て
負
担
が
異
な
り
ま
す

（
平
成
18
年
８
月
か
ら
判
定
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た
）

◦
一
定
以
上
所
得
者

同
一
世
帯
に
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
70
歳
以
上
の

人
ま
た
は
老
人
保
健
対
象
者
（
国
保
の
被
保
険
者
に
限
る
）
が
い

る
人
。

た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
人
と
老
人
保
健
対
象
者
（
国
保
の
被

保
険
者
に
限
る
）
の
収
入
の
合
計
が
、
２
人
以
上
の
場
合
は

５
２
０
万
円
未
満
、
１
人
の
場
合
は
３
８
３
万
円
未
満
で
あ
る
と

申
請
し
た
場
合
は
、『
一
般
』
の
区
分
と
同
様
に
１
割
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

•
一
般

外　

来

（
個
人
単
位
）

外
来+

入
院

（
世
帯
単
位
）

一　
　

般

１
万
２
、０
０
０
円

4
万
２
０
０
円

一
定
以
上所得

者
4
万
２
０
０
円

７
万
２
、３
０
０
円+

医
療
費

が
36
万
１
、０
０
０
円
を
超
え

た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の

1
㌫
を
加
算
（
４
回
目
以
降
の

場
合
4
万
２
０
０
円
）

低
所
得
者
Ⅱ

８
、０
０
０
円

2
万
４
、６
０
０
円

低
所
得
者
Ⅰ

１
万
５
、０
０
０
円

外　

来

（
個
人
単
位
）

外
来+

入
院

（
世
帯
単
位
）

一　
　

般

１
万
２
、０
０
０
円

4
万
４
、４
０
０
円

一
定
以
上所得

者
4
万
４
、４
０
０
円

8
万
１
０
０
円+

医
療
費
が
26

万
７
、０
０
０
円
を
超
え
た
場

合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の
1
㌫

を
加
算
（
４
回
目
以
降
の
場
合

4
万
４
、４
０
０
円
）

低
所
得
者
Ⅱ

８
、０
０
０
円

2
万
４
、６
０
０
円

低
所
得
者
Ⅰ

１
万
５
、０
０
０
円

10
月
１
日
か
ら

国
保
が
変
わ
り
ま
す
！

国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、病
気
や
け
が
な
ど
の｢

い
ざ｣

と
い
う
と
き
に
も
、

安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

そ
の
制
度
が
10
月
１
日
か
ら

一
部
変
わ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

70
歳
未
満
と
70
歳
以
上
と
で

変
更
点
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

次
に
示
す
低
所
得
者
Ⅱ
・
Ⅰ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
。

•
低
所
得
者
Ⅱ

同
一
世
帯
の
世
帯
主
と
国
保
の
被
保
険
者
が
住
民
税
非
課
税

で
あ
る
人
。

•
低
所
得
者
Ⅰ

同
一
世
帯
の
世
帯
主
と
国
保
の
被
保
険
者
が
住
民
税
非
課
税

で
、
そ
の
世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経
費
・
控
除
を
差
し
引
い
て
０

円
に
な
る
人
。

○
所
得
区
分
が
上
が
る
人
に
は
経
過
措
置
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
今
年
８
月
か
ら
２
年
間
）

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
・
老
年
者
控
除
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
と
老
年
者
控
除
の
廃
止
に
よ
っ

て
、
新
た
に
一
定
以
上
所
得
者
と
判
定
さ
れ
た
人
で
、
課
税
所
得

１
４
５
万
円
以
上
２
１
３
万
円
未
満
、
ま
た
は
高
齢
者
複
数
世
帯
で

年
収
５
２
０
万
円
以
上
６
２
１
万
円
未
満
、
高
齢
者
単
身
世
帯
で
年

収
３
８
３
万
円
以
上
４
８
４
万
円
未
満
の
人
が
申
請
し
て
認
め
ら
れ

る
と
、
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い

て
、「
一
定
以
上
所
得
者
」
で
は
な
く
「
一
般
」
の
限
度
額
を
適
用

し
ま
す
。

こ
の
経
過
措
置
を
受
け
る
人
は
、『
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

兼
高
齢
受
給
者
証
』
に
『
自
己
負
担
限
度
額
「
一
般
」
適
用
』
の
表

示
が
さ
れ
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

老
年
者
に
係
る
住
民
税
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
よ
り
、
低
所
得
世

帯
の
世
帯
員
の
う
ち
一
部
が
課
税
者
に
な
っ
た
が
、
非
課
税
の
ま
ま

の
人
が
い
る
場
合
は
、
申
請
す
る
と
そ
の
非
課
税
の
人
に
つ
い
て
は

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
限
度
額
は『
低
所
得
Ⅱ
』

の
限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
保
健
課 

国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
52
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２　

１
１
６
）
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1. 総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（17 年度末） 歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ 人件費率

Ｂ／Ａ
（参考）16 年度

の人件費率

17 年度 2 万 4,890 人 89 億 5,072 万 6 千円 2 億 2,015 万 6 千円 13 億 6,075 万 8 千円 15.2 ㌫ 15.3 ㌫

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職員数　A
給与費 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ給　料 職　員　手　当 期　末・勤　勉　手　当 計　Ｂ

18 年度 175 人 7 億 110 万 8 千円 8,482 万 5 千円 2 億 8,781 万 1 千円 10 億 7,374 万 4 千円 613 万 6 千円

（注）給与費は当初予算に計上された額で、職員手当には退職手当・児童手当は含まれていません。

（3）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注 1）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした
　　　 場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

（注 2）類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体の
　　　 ラスパイレス指数を単純平均したものです。

三股町の給与、定員管理などの状況

三
股
町
の
給
与
、

定
員
管
理
な
ど
の

状
況

地
方
公
務
員
の
給
与
な
ど
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た

運
用
を
実
現
す
る
た
め
、
議
会
で
の
給
与
条
例
、
予
算
審
議
を
通
じ
て
公
に

さ
れ
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
、
財
政
面
か
ら
見
た
職
員
給
与
の
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
予
算
説
明
の
一
つ
と
し
て
給
与

明
細
書
を
提
出
し
、
公
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く

２. 職員の平均給与月額、初任給などの状況
（1）職員の平均年齢、平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （17 年４月１日現在）

区　分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

三股町 42.1 歳 32 万 7,500 円 41.1 歳 31 万 1,300 円

国 40.3 歳 32 万 9,728 円 48.1 歳 28 万 5,008 円

類似団体 43.1 歳 33 万 6,521 円 48.5 歳 26 万 4,372 円

（注）一般行政職とは、全職員から税務職、看護・保健職、企業職、技能労務職などを除いた職員です。

（2）職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （18 年４月１日現在）

区　分
三　股　町 国

初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一般行政職
大学卒 15万9,700円 17万6,800円 17万200円 18万3,800円

高校卒 13万8,400円 14万8,000円 13万8,400円 14万8,000円

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （18 年４月１日現在）

区　分 経　験　年　数
10 年以上〜 15 年未満

経　験　年　数
15 年以上〜 20 年未満

経　験　年　数
20 年以上〜 25 年未満

一般行政職
大学卒 25 万 9,300 円 33 万 3,600 円 38 万 4,000 円

高校卒 22 万 800 円 28 万 9,100 円 34 万 9,800 円

技能労務職 高校卒 27 万 2,700 円 27 万 2,700 円 35 万 6,200 円

３. 一般行政職の級別職員数などの状況
（1）一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （18 年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

合　　計標準的な
職務内容

主　　事

技　　師

主　　事

技　　師

主任主事

主任技師
主　　査

主　　任

係　　長

課長補佐
係　　長
副 主 幹

課　　長
対 策 監
課長補佐
主　　幹

課　　長

対 策 監

職 員 数 1 人 3 人 30 人 21 人 37 人 33 人 23 人 8 人 156 人

構 成 比 0.6 ㌫ 1.9 ㌫ 19.2 ㌫ 13.5 ㌫ 23.7 ㌫ 21.2 ㌫ 14.8 ㌫ 5.1 ㌫ 100.0 ㌫

（注）職員数は、町の給与条例に基づく給料表の級区分別の人数です。

４. 職員の手当の状況

（1）期末手当・勤勉手当（17 年度支給割合）
　期末手当　3.00 月分
　勤勉手当　1.45 月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、 職務の級などによる加算措置

５. 特別職の報酬などの状況
　　　　　　　　　  　　　  （18 年４月１日現在）

区　分 月　額 期末手当

町　長 65 万 1,600 円
支　給　率

６月期 1.60 月分

１２月期１.75 月分

計 3.35 月分

助　役 55 万 3,850 円

議　長 29 万 6,000 円

副議長 23 万 7,000 円

議　員 21 万 5,000 円

６. 職員数の状況
（1）部門別職員数の状況と主な増減理由　　　  （各年４月１日現在）

区　分 職員数（人） 主な増減理由部　門 17 年 18 年 増減数

一般行政部門

議　会 2 2 0
総　務 40 42 2 育児休業者による増
税　務 14 14 0

民　生 15 17 2 社会福祉業務の内容充実による増
子育て支援センター職員の増

衛　生 13 23 10 し尿処理業務の増
病院総合調整業務の増

農　林 20 21 1 地籍調査業務の増
商　工 2 3 1 企業誘致業務の増
土　木 15 15 0
小　計 121 137 16

特別行政（教育） 25 34 9 学校用務等職員の増
普通会計の計 146 171 25

公営企業など

病　院 31 0 ▲ 31 指定管理者制度活用による減

水　道 9 9 0
下水道 4 4 0
国　保 7 8 1 国民健康保険業務の増

介　護 7 11 4 包括支援センター準備業務の増
認定調査業務職員の増

小　計 58 32 ▲ 26
合　計 204 203 ▲ 1

（注）職員数合計には、教育長も含まれています。

（2）定員適正化計画の数値目標と進捗状況
①定員適正化目標（数・率）

計　画　期　間
数値目標

始　期 終　期

平成 17 年 4 月 1 日 平成 22 年 3 月 31 日 19 人減（▲ 9.3 ㌫）

②平成 22 年４月１日現在の定員数値目標

　平成 18 年４月１日の 203 人から 18 人減の 185 人とする。

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

区　分 17 年
１年目

18 年
２年目

17 年〜 22 年
計

（参　考）
数値目標

減　員 9 9 36

増　員 8 8 17

差　引 ▲ 1 ▲ 1（5.3 ㌫） ▲ 19

職員数 204 203 203 185

（注 1） 平成 17 年増員 8 人は、１市４町の合併に伴い都北衛生センター職員を本町職員
とした数です。

（注 2）（　㌫）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示しています。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
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企
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職
員
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（2）退職手当　　　　　　　　　　（18 年４月１日現在）
（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

（注）⑴ ⑵ のほか扶養手当、住居手当などについても国の制度と同じです。

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
町
職
員
の
給
与
の
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
公
表
し
ま
す
。
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◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8

TEL.51-3200 FAX.51-3751

交通事故は
もうたくさん

「
人
殺
し
！
お
ま
え
が
あ
や
ま
り
に
き
て
も

親
父
は
帰
っ
て
こ
な
い
ん
だ
よ
！
」
と
遺
族

の
方
の
悲
痛
な
叫
び
声
が
脳
裏
に
焼
き
付
い

て
い
ま
す
。

わ
た
し
の
犯
し
た
事
故
は
、
酒
を
飲
ん
で

車
を
運
転
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
衝
突
、
そ
の

あ
げ
く
に
逃
げ
て
し
ま
う
と
い
う
社
会
的
に

も
大
変
責
任
の
重
い
も
の
で
し
た
。

会
社
を
退
社
す
る
と
、
わ
た
し
の
実
家
が

料
理
店
を
営
ん
で
い
た
た
め
、
い
つ
も
そ
こ

に
手
伝
い
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
も
店
の
仕
事
を
終
え
、
深
夜
の
閑

散
と
し
た
通
い
慣
れ
た
道
を
実
家
の
店
の
こ

と
を
考
え
て
運
転
し
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
気

が
つ
く
と
目
の
前
に
車
両
ら
し
き
物
体
が
あ

り
、
わ
た
し
は
急
ハ
ン
ド
ル
と
急
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
そ
の
物
体
を
避
け
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
間
に
合
わ
ず
接
触
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

車
を
止
め
て
、
振
り
返
っ
て
見
る
と
ト
ラ

ク
タ
ー
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
な
ん
で
こ
ん

な
夜
中
に
、
し
か
も
道
路
の
真
ん
中
に
こ
ん

な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
そ
の
と
き
思
い

ま
し
た
。
自
分
が
自
爆
し
た
の
だ
と
勝
手
に

思
い
、
お
客
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
お
酒
の

せ
い
も
あ
り
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
近
く
の
公

衆
電
話
か
ら
妻
を
呼
び
出
し
て
「
事
故
を
起

こ
し
て
車
が
動
か
な
い
か
ら
、
迎
え
に
来
て

ほ
し
い
」
と
頼
み
ま
し
た
。

妻
が
迎
え
に
く
る
と
「
来
る
途
中
に
パ
ト

カ
ー
や
救
急
車
が
た
く
さ
ん
走
っ
て
行
っ
た

よ
」
と
言
わ
れ
、
わ
た
し
は
急
に
不
安
に
な
り

急
い
で
事
故
現
場
に
引
き
返
し
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
パ
ト
カ
ー
と
警
察
官
が
大
勢
い
て
「
わ
た

し
が
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
」
と
言
う
と
「
君

は
人
が
乗
っ
て
い
た
の
に
気
が
付
か
な
か
っ
た

の
か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
初
め
て
人
が
乗
っ

て
い
た
ト
ラ
ク
タ
ー
に
衝
突
を
し
て
、
人
を
投

げ
飛
ば
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
場
で
す
ぐ
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

警
察
署
に
行
き
事
情
聴
取
を
さ
れ
て
い
る
間

も
「
ど
う
か
助
か
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
心
の

中
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
も
む
な
し

く
被
害
者
の
方
は
亡
く
な
ら
れ
た
と
聞
か
さ
れ
、

わ
た
し
は
1
人
の
尊
い
命
を
自
分
勝
手
な
判
断

で
奪
っ
た
と
分
か
り
、
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な

り
ま
し
た
。
う
そ
で
あ
っ
て
く
れ
、
夢
で
あ
っ

て
く
れ
と
何
度
思
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
わ
た
し
の

犯
し
た
無
責
任
で
ひ
き
ょ
う
な
行
動
が
遺
族
の

方
々
や
わ
た
し
の
家
族
の
一
生
を
一
瞬
に
し
て

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
わ

た
し
は
そ
の
現
実
か
ら
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
真

正
面
か
ら
受
け
と
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

車
に
対
す
る
認
識
不
足
、
そ
し
て
な
に
よ
り

も
人
の
命
の
尊
さ
を
深
く
考
え
な
が
ら
、
現
在

刑
務
所
で
償
い
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
犯
し
た
刑
事
責
任
は
懲
役
１
年
6

月
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
す
べ
て
が
終

わ
る
訳
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
刑
が
終
わ

っ
た
と
き
か
ら
わ
た
し
の
本
当
の
償
い
が
始
ま

Ｓ
・
Ｓ　

29
歳　

会
社
員

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
14
位
／
平
成
18
年
7
月
31
日
現
在
（
35
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

判
断
の
甘
さ
か
ら
重
大
事
故

シャル・ヤナ

※贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
遺
族
の
方
々
と

は
幸
い
示
談
は
成
立
し
、
ま
し
て
や
こ
ん
な

重
大
事
故
を
起
こ
し
た
わ
た
し
に
減
刑
嘆
願

書
ま
で
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

遺
族
の
方
々
の
思
い
を
む
だ
に
し
な
い
た
め

に
も
、
わ
た
し
は
こ
こ
の
刑
務
所
で
自
分
を

再
生
し
、
二
度
と
過
ち
を
犯
す
こ
と
な
く
一

生
懸
命
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

Culture

『
み
ま
た
座
』
３
期
生

〜
朗
読
劇（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）に
挑
戦
〜

　

８
月
10
日
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
み

ま
た
座
』
３
期
生
の
『
花
の
き
村
と
盗
人
た

ち
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
今
年
６
月
か
ら
演
劇
の
基

礎
を
学
び
始
め
た
同
団
員
の
朗
読
劇
に
よ
る

試
演
会
で
す
。

　

会
場
に
は
、
公
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

人
や
、
学
校
の
友
達
も
多
数
来
場
。
開
演
に

先
駆
け
て
、
作
家
・
演
出
家
の
永
山
智
行
さ

ん
が
３
期
生
を
一
人
づ
つ
紹
介
す
る
と
、
大

き
な
拍
手
が
湧
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
演
技
指
導
を
し
て
い
る
講
師
陣

（
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
メ
ン
バ
ー
）
も
出
演
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
演
技
と
講
師
の
電
子
ピ
ア
ノ

の
演
奏
が
、
物
語
を
よ
り
身
近
に
感
じ
さ
せ

る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
演
会
後
の｢

ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク｣

で
は
３
期
生
が
演
じ
た
感
想
や
今
後
の
意
気

込
み
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
3
月
25
日
に
は
、
本
公
演
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
公
演
を
ス
テ
ッ
プ

に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
ま
す
。

★
10
月
〜
11
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

☆
【
10
月
18
日
】

シ
エ
ナ
・
ウ
ィ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

え
り
ぬ
き
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

『
シ
エ
ナ
・
ブ
ラ
ス　

コ
ン
サ
ー
ト
』

☆
【
10
月
22
日
】

〜
オ
ー
ル
シ
ョ
パ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

『
河
野
響
子
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
』

☆
【
11
月
１
日
】

〜
語
り
へ
の
招
待
〜

『
藤
沢
周
平
の
世
界
』

☆
【
11
月
22
日
・
23
日
】 

劇
団
こ
ふ
く
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公

演
＃
11
こ
ど
も
と
お
と
な
の
シ
ア
タ
ー

N
o.3　

『
ガ
ン
ボ
の
お
は
な
し
』

☆
【
11
月
30
日
】

『
為
山
五
朗
＆
中
尾
諭
介W

ith

宮
崎
フ
レ

ン
ズ（
上
之
園
謙
治
・
竹
下
信
行
）』

※
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

夏
も
終
わ
り

夏
休
み
中
、
図
書
館
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

館
内
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
マ
ナ
ー

を
守
り
静
か
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
と
き
ど
き
大
き
な
声
を
出
し
た

り
、
走
り
回
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
機
を
持
ち
込

ん
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

ま
た
、
立
ち
話
を
し
て
通
路
を
ふ
さ
い
で

い
る
人
や
、
子
ど
も
が
騒
い
で
い
て
も
注
意

し
な
い
保
護
者
、
携
帯
電
話
で
話
し
て
い
る

人
な
ど
、
ほ
か
の
利
用
者
に
迷
惑
を
掛
け
て

い
る
行
為
が
時
折
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
夏
休
み
も
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

り
、
い
よ
い
よ
読
書
に
最
適
の
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
、
楽
し
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
マ
ナ
ー
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

親
へ
の
読
み
聞
か
せ
講
座

７
月
28
日
、
木
城
絵
本
の
郷
、
宮
崎
お
は

な
し
の
木
か
ら
ブ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
２

人
を
講
師
に
迎
え
、
第
１
回
「
親
へ
の
読
み

聞
か
せ
講
座
」
を
図
書
館
内
の
多
目
的
ル
ー

ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

｢

子
ど
も
に
と
っ
て
絵
本
と
は｣

、｢

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
・
心
構
え
、
絵
本
の
選

び
方｣

に
つ
い
て
の
講
演
に
、16
人
が
参
加
。

絵
本
の
読
み
方
な
ど
の
細
か
な
質
問
な
ど
も

あ
り
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
２
回
目
は
、
宮
崎
大
学
文
化
学
部
教
授

の
竹
内
元
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
図
書
館
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
人
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
＝
９
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

■
場
所
＝
町
立
図
書
館　

多
目
的
ル
ー
ム

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

＝
毎
週
月
曜
日
（
こ
の
日
が
祝
日
の
時
は
そ

の
翌
日
）･

祝
日･

毎
月
第
３
水
曜
日
（
＝
館

内
整
理
日
）･

館
内
資
料
一
斉
点
検
（
＝
年

１
回
15
日
以
内
）

８
月
３
日
、
三
股
町
と
都
城
市
に
10
人

の
新
し
いJet

（ALT

外
国
語
の
先
生
と

CIR

国
際
交
流
員
）
が
着
き
ま
し
た
。
彼

ら
は
宮
崎
に
来
る
前
に
東
京
で
３
日
間
の

研
修
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
、
わ
た
し

はTO
A

（
新
規JET

の
研
修
を
手
伝
う
人
）

だ
っ
た
の
で
、
宮
崎
県
の
こ
と
や
仕
事
の

こ
と
、
日
本
の
文
化
や
生
活
や
ル
ー
ル
に

つ
い
て
教
え
ま
し
た
。
わ
た
し
は
都
城
・

北
諸
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
な
の
で
、
お
も
し

ろ
い
場
所
・
祭
り
・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を

教
え
た
い
で
す
。
8
月
4
日
に
は
、
一
緒

に
「
は
し
祭
り
」（
神
柱
神
社
）
に
、
8

月
5
日
に
は
「
盆
地
ま
つ
り
」
に
行
き
ま

し
た
。
盆
地
ま
つ
り
の
た
め
に
都
城
国
際

交
流
協
会
と
パ
レ
ー
ド
を
し
た
り
、
浴

衣
を
着
て
踊
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
新
し
いJet

た
ち
は｢

初

め
て
の
経
験
だ
。

と
て
も
よ
か
っ

た｣

と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

※
市
町
村
数
は
、平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
の
市
町
村
数
と
な
り
ま
す（
県
警
統
計
に
よ
る
）。

ほどよい緊張が漂う３期生の試演会

『みまた座』３期生と講師陣

夏休み中は、多くの利用者が来館。毎日のように開
館前からたくさんの子どもたちが開館を待っていま
した。（写真上／下）JETの８月

（国際交流事業青年）
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こ
の
ほ
ど
、中
村
修
一
さ
ん（
仲

町
・
69
）
が
、
安
全
功
労
者
内
閣

総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
県
内
個
人
受

賞
者
と
し
て
も
35
年
ぶ
り
の
受
賞
。

昭
和
54
年
か
ら
町
消
防
団
長
を
務

め
、
同
団
内
に
交
通
班
を
設
け
て

交
通
安
全
運
動
を
行
う
な
ど
、
消

防
と
交
通
安
全
に
対
す
る
連
携
し

た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

同
表
彰
は
、
災
害
や
事
故
防
止

活
動
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団

体
が
対
象
と
な
る
も
の
で
、
本
年

度
は
交
通
安
全
や
火
災
予
防
な
ど

６
分
野
で
９
団
体
と
16
個
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
今
後
も
消
防
活
動
や

交
通
安
全
運
動
を
通
じ
て
、
安
全
な
地
域
づ
く

り
に
貢
献
で
き
れ
ば
」

県
内
で
は
35
年
ぶ
り
。中
村

さ
ん
が
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

安
全
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

中
村 

修
一
さ
ん

「
み
ん
な
楽
し
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
。
ほ
か
の
命

を
も
ら
っ
て
自
分
た
ち
は
生
き
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
っ
た
。
命
を

大
切
に
し
た
い
」

宮
村
小
児
童
会
長

松
崎 

光
甫
く
ん

（
小
６
）

７
月
21
日
、
宮
村
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
桑
畑
喜
芳
会
長
）
と
同
地
区

過
疎
対
策
協
議
会
ら
は
、
地
域
の

教
育
力
向
上
を
図
ろ
う
と
、
同
小

プ
ー
ル
で｢

魚
つ
か
み
ど
り
＆
調

理
体
験
会｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
同
小
児
童
58

人
。
プ
ー
ル
を
優
々
と
泳
ぐ
ヤ
マ

メ
60
匹
と
ウ
ナ
ギ
30
匹
の
つ
か
み

ど
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
ウ
ナ
ギ
の
＂つ

か
み
に
く
さ＂
に
四
苦
八
苦
し
て

い
ま
し
た
が
、
要
領
を
得
た
子
ど

も
は
数
匹
つ
か
ま
え
て
は
大
は

し
ゃ
ぎ
。
瞬
く
間
に
プ
ー
ル
を
泳

ぐ
魚
ら
の
影
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

宮
村
小
、魚
つ
か
み
ど
り

で
豊
か
な
心
を
育
て
る

「
中
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
も
英
会
話
が

で
き
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
い
た
い
で
す
。
皆
さ

ん
、
よ
ろ
し
く
」

新
外
国
語
指
導
助
手

エ
リ
ッ
ク・

フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
さ
ん

８
月
３
日
、
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
着
任
式
が
、
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢

三
股
町
で
の
経
験
や
皆
さ
ん

の
優
し
さ
に
感
謝
し
ま
す｣

と
１

年
間
の
任
期
を
終
え
た
バ
ー
ケ
ダ

ル
・
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
の
後
任

に
は
、
ア
メ
リ
カ
出
身
の
エ
リ
ッ

ク
・
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
さ
ん
。
将

来
は
日
本
の
大
学
で
西
洋
哲
学
を

教
え
た
い
と
日
本
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
、
中
学
校
で
の
英
語

指
導
を
中
心
に
、
本
町
の
英
語
教

育
に
携
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
交
流
員
に
は
シ
ャ

ル
・
ヤ
ナ
さ
ん
が
再
任
し
ま
し
た
。

｢

皆
さ
ん
、よ
ろ
し
く
！｣

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
エ
リ
ッ
ク
さ
ん

「
自
然
や
海
な
ど
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

風
景
に
感
動
。
集
団
生
活
で
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
な
ど
を
学

び
ま
し
た
」

勝
岡
小
学
校

桐
野
莉
可
子
さ
ん

（
小
６
）

町
と
教
育
委
員
会
は
、
８
月
２

日
か
ら
７
日
の
６
日
間
、
児
童
の

夏
休
み
を
利
用
し
て
町
内
小
学
６

年
生
30
人
を
沖
永
良
部
島
に
派
遣

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
次
世
代
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の｢

ふ
る
さ
と

振
興
人
材
育
成
国
内
・
海
外
派
遣

事
業｣
の
一
環
で
す
。

一
行
は
、
祭
り
パ
レ
ー
ド
で
郷

土
芸
能
を
披
露
す
る
な
ど
、
現
地

住
民
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
を
見

学
し
た
り
、
黒
糖
工
場
を
見
学
し

た
り
す
る
な
ど
、
参
加
者
は
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。

町
内
小
学
６
年
生
30
人
が

沖
永
良
部
で
貴
重
体
験

消
防
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し

た｢

都
城
支
部
消
防
操
法
大
会｣

が
、

８
月
６
日
、
都
城
市
高
城
町
で
開

か
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
機
動
本
部
（
ポ

ン
プ
自
動
車
の
部
）、
第
２
部（
小

型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
）、
第
１

部（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）の
３
チ
ー

ム
が
出
場
。
そ
れ
ぞ
れ
機
動
本
部

（
第
２
位
）、
第
１
部
（
第
３
位
）

が
入
賞
し
ま
し
た
。

本
町
か
ら
の
県
大
会
出
場
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
団
員
の

皆
さ
ん
は
数
カ
月
に
わ
た
り
、
毎

日
厳
し
い
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

三
股
町
消
防
団
、都
城
支
部
消
防

操
法
大
会
で
見
事
な
操
法
を
披
露

「
優
勝
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
た
の
で
、く
や
し

い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
。大
会
を
通
し
て
得
た
も
の
を
、消
防

活
動
に
か
か
わ
ら
ず
、普
段

の
生
活
に
も
生
か
し
た
い
」

小
型
ポ
ン
プ
の
部
第
３
位

高
山 

大
器
さ
ん

（
第
１
部
）

８
月
７
日
に
都
城
地
域
家
畜

市
場
で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
都
城
の

「
８
月
和
牛
共
進
会
」
で
、
堀
内
義

明
さ
ん（
蓼
池
）生
産
の「
し
ほ
み
」

が
見
事
優
等
一
席
に
輝
き
ま
し
た
。

共
進
会
に
は
、
本
町
と
都
城
市

か
ら
各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

雌
牛
43
頭
が
出
場
。「
し
ほ
み
」
は

ほ
か
に
比
べ
、
発
育
が
よ
く
、
資

質
や
品
位
な
ど
総
合
的
に
欠
点
が

少
な
い
と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

堀
内
さ
ん
が
優
等
一
席
を
受
賞

し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
徹
底

し
た
栄
養
管
理
な
ど
、
愛
情
を
注

い
だ
結
果
に
、
堀
内
さ
ん
は
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

和
牛
共
進
会
、優
等
一
席
に

堀
内
さ
ん
生
産
の｢

し
ほ
み｣

「
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
今
後
も
品
質
管
理

に
気
を
つ
け
て
、
良
質
な
牛
を
育
て
た
い
」

「
し
ほ
み
」
生
産
者

堀
内 

義
明
さ
ん

（
蓼
池
）

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
蓬
原
正

三
本
部
長
）
は
、
８
月
９
日
か
ら

10
日
の
２
日
間
、
同
団
員
小
学
４
、

５
年
生
を
対
象
に｢

リ
ー
ダ
ー
研

修｣

を
陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地

で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
次
期
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
研
修

し
、
団
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
と

活
発
化
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

参
加
し
た
１
０
４
人
の
子
ど
も

た
ち
は
班
に
分
か
れ
て
団
体
行
動
。

自
衛
隊
員
が
指
導
す
る
規
律
訓
練

で
は
、
次
第
に
皆
の
動
作
が
そ
ろ

い
だ
す
と
団
員
ら
は
う
れ
し
そ
う

な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
に

ス
ポ
少
団
員
１
０
４
人
が
参
加

「
団
体
行
動
の
難
し
さ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大

切
さ
を
学
べ
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
事
を
み
ん
な

に
伝
え
て
協
力
し
て
練

習
に
励
み
た
い
」

三
股
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

田
邊 

芳
絵
さ
ん

（
小
５
）

８
月
18
日
、
町
は
、
消
防
団
に

５
年
以
上
在
籍
し
、
本
年
３
月
で

退
団
し
た
15
人
に
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

贈
呈
式
で
は
、桑
畑
町
長
が「
地

域
防
災
に
貢
献
さ
れ
た
長
年
の
活

動
に
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述

べ
、
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

な
お
、
退
団
者
は
次
の
と
お
り

で
す（
敬
称
略
）。

中
村
浩
二
、
原
田
武
明
、
東
再

德
、
大
髙
洋
一
、
野
瀨
幸
一
、
松

元
竜
二
、
大
峰
浩
、
福
丸
安
男
、

宮
田
広
海
、
鍋
倉
祐
三
、
轟
木
淳
、

堂
村
旭
、
今
村
浩
一
、
川
原
正
七
、

荒
武
昭
仁

長
年
消
防
団
退
職
者

15
人
に
感
謝
状

「
消
防
団
活
動
は
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の

経
験
を
生
か
し
て
、
今
後
も
陰
な
が
ら
消
防
団

活
動
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」

元
機
動
本
部
団
員

中
村 

浩
二
さ
ん

（
中
米
）

８
月
12
日
か
ら
14
日
、
愛
媛
県

今
治
市
で
行
わ
れ
た｢

第
18
回
し

ま
な
み
学
童
軟
式
野
球
大
会｣

で
、

三
股
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
（
浅
井
俊
博

監
督
・
37
人
）
が
見
事
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
中
国
・
四
国
・
九

州
の
各
県
代
表
16
チ
ー
ム
が
出
場
。

結
成
８
年
目
の
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
は
、

７
月
に
西
都
市
で
開
か
れ
た｢

県

若
鷲
旗
少
年
野
球
大
会｣

で
優
勝

し
て
今
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、準
決
勝
17―

０
、決

勝
５―

０
で
完
勝
。チ
ー
ム
結
成
以

来
初
の
県
外
大
会
で
も
、臆
す
る

こ
と
な
く
実
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

初
の
県
外
大
会
出
場
で
栄
冠

三
股
ブ
ル
ー
ス
カ
イ

「
み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ
て
声
を
出
し
た
こ
と

が
勝
因
。
次
の
大
会
で
も
、
全
力
を
出
し
て
優

勝
を
目
指
し
ま
す
」

三
股
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
主
将

黒
木
隼
人
く
ん

（
三
股
西
小
６
年
）

自
然
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
心
を
育
て
よ
う
と
、
８
月
20

日
、
矢
ヶ
淵
公
園
め
が
ね
橋
下
河

川
で
、「
梶
山
小
学
校
い
か
だ
下

り
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ（
山
田
正
人
会
長
）

が
主
催
す
る
今
大
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
支
部
で
構
成
さ
れ
た
４

つ
の
チ
ー
ム
と
同
小
教
諭
チ
ー
ム

が
手
作
り
い
か
だ
で
出
場
。
全
長

お
よ
そ
２
５
０
㍍
の
コ
ー
ス
で
タ

イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

龍
雲
塾
（
山
下
盛
親
塾
長
・
９

人
）
の
協
力
も
あ
り
、
参
加
者
は

安
心
し
て
自
然
を
満
喫
。
夏
休
み

の
楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

梶
山
小
い
か
だ
下
り
大
会

地
区
が
一
つ
に
な
っ
て

「
い
か
だ
の
オ
ー
ル
こ
ぎ
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、

優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。来
年
も
こ
の
地
区

が
優
勝
し
て
ほ
し
い
」

優
勝
し
た

田
上
・
唐
杉
チ
ー
ム

山
内 

花
恋
さ
ん

（
小
６
）
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Mimata Information

全国的に子どもが犠牲となる凶悪犯
罪が頻繁に発生しています。
本町や近隣の市・町でも、児童や女性
を対象とした声掛けなどの不審者事案が、
数多く発生しています。
そこで町では、地域のさまざまな人が
防犯に関する情報を共有できるよう、携帯
電話とパソコンのメール機能を利用した
防犯情報配信事業を行うことにしました。
この事業は、不審者などの情報を広く
町民に配信することで、児童をはじめと
する町民の安全確保のための意識を高め、
安全なまちづくりを推進することを目的
とします。防犯に役立つ情報を広く配信
すると同時に、登録者からの情報提供と
その情報の転送も行います。
登録して、安心・安全なまちづくりを
進めましょう。
■配信する情報＝
①	不審者情報（発生日時・場所・内容・
処置・今後の対応など）
②	警察や消防から提供された犯罪や
防犯、放火などの情報
③	児童や高齢者の行方不明情報（発見
のための協力依頼など）
④	そのほか防犯・防災に役立つ情報
■登録者から提供してほしい情報＝

①	不審者との遭遇または目撃情報や
危険箇所の通報など
②	行方不明者などの目撃情報
■登録の対象者＝町内在住者とその親
族で町外に居住する人、または町内
に通勤・通学している人で、携帯電話、
パソコンでのメールの送受信が可能
な人（年齢性別不問）。
■登録方法＝直接、携帯電話またはパソ
コンから下記アドレスにメール送信し
てください。
タイトルは「防犯メール登録希望」
とし、本文に①氏名、②住所、③メール
アドレス、④学校名（学生の場合）を記
入してください。
※警察・消防・学校・幼稚園・保育所に勤務
する職員が登録する場合は、住所の代
わりに職場名と役職名を記入してく
ださい。（例：○○学校教師など）
※なお携帯電話でパソコンからのメール
受信を拒否設定している人は必ず解
除してください。
※登録方法などでご不明な点がありまし
たら、お気軽にお問い合わせください。

■登録先アドレス・問い合わせ
　総務企画課　行政係
gyouse−k＠town.mimata.miyazaki.jp
　☎52−1111（内線234）

10月1日、平成18年事業所・企業統計調
査が全国一斉に行われます。
この調査結果は、国、都道府県、市区町
村がこれからの地域開発や都市計画など
わたしたちの生活をより良くするために
必要な基礎資料となります。
9月下旬から、すべての事業所と企業
に調査票を持った調査員がお伺いします。
調査票を配布・回収する調査員は、「調
査員証」を携行していますので、安心して
ご協力をお願いします。

総務省統計局　宮崎県　三股町
■問い合わせ
　総務企画課　企画政策係
　☎52−1111（内線225）

産業振興課では、殿岡生活改善セン
ターの管理人を募集しています。
■勤務内容＝生活改善センター施設設
備の管理、調理の指導など
■勤務日＝10月1日〜3月31日
※以後更新予定あり
■勤務時間＝午前8時30分〜午後5時
※週交代勤務
■勤務場所＝殿岡生活改善センター
■賃金＝時給700円
■募集人数＝1人
■応募資格＝調理師、栄養士、管理栄
養士などの資格を持っている人

■お知らせ
「防 犯情報メール」で

安心・安全な地域
づくりをしましょう

〈手口〉例1 携帯電話の場合
出会い系サイトなどに興味本位でアクセスし
てしまい、最初の画面にある入り口ボタンな
どをクリックしたとたん、「入会ありがとう。5
万円を支払ってください」とメッセージが出た。
元の画面の下に利用規約があり「ボタンを押
すと登録となる。登録料5万円」と書かれて
いて、後日、料金取り立ての電話が掛かってくる。

〈手口〉例2 パソコンの場合
インターネットサイトを見ていて、興味本位か
らアダルトサイトにアクセスし、トップページ
画面をクリックすると「登録ありがとうござい
ます。登録料を3日以内にお支払いください」
とのメッセージのほか、接続プロバイダー、IP
アドレス、PC個人識別コードとともに、「トッ
プページに利用規約があり、登録料について
記載されている」と表示された。

【防御策】
◎接続するつもりがなく、誤操作での登録な

どの場合、契約は無効です。
◎契約そのものが成立していない場合がほと
んどです。あわてて連絡を取ったり、安易
に支払ったりするのは禁物です。
◎まずは、家族や身近な人に相談しましょう。
不安な場合は、消費生活センターまたは総
務企画課にご相談ください。

■問い合わせ
　都城地方消費生活センター
　都城市北原町１６街区１号　☎24―0999
　総務企画課 行政係 ☎52―1111（内線234）

登録手続きなしに、入り口ボタンなどをクリックしただ
けで自動的に登録成立となる仕組みのサイトが増えて
います。怪しいサイトには近づかないようにしましょう！

悪質商法にご注意ください！〜携帯電話・パソコンのトラブル〜 

■応募方法＝
履歴書を産業振興課に持ち込む、ま
たは郵送で提出してください。

　※持ってくるときの提出先＝
　役場産業振興課（庁舎３階⑫番窓口）

　※郵送するときの送付先＝
　〒889‒1995　三股町五本松1−1

　産業振興課あて
■問い合わせ
　産業振興課　農業振興係
　☎52−1111（内線355）

わたしたちの暮らしをはぐくみ、さま
ざまな働きをしている森林。その魅力や
美しさに対する関心や理解を深めてもら
うため、里山から奥山まで、あなたが愛す
る「ふるさと九州・沖縄の森林」の写真を
募集します。
■応募資格＝特に制限しません。ただ
し、作品は自作に限ります。
■	応募規定＝応募点数は制限しません
が、未発表の作品に限ります。撮影
対象は、九州・沖縄の森林に限ります。
サイズは、六ツ切〜四ツ切（白黒・ワ
イド・デジタル写真可）とします。
合成写真は不可とします。
応募票に必要事項（住所、氏名、年齢、
電話番号、性別、職業、作品のタイトル、
撮影場所、撮影データ、撮影年月、テー
マを表現したところ、このコンテスト
を知ったきっかけ）を記入の上、写真
裏面に貼り付けてください。
デジタル撮影の場合は、デジタルで
あることを「撮影データ」欄に記入し
てください。
■表彰＝最優秀賞1点（副賞100，000円）、
優秀賞3点（副賞各50，000円）、入選
10点程度（副賞各10，000円）
■応募締切＝11月22日（水）必着
■注意＝入選作品の版権は、主催者に
帰属します。また、入選作品のネガ、
ポジなどは指定期日までに提出して
ください。
応募作品は原則として返却しません

（返却を希望する人は、返却に必要な封筒、

切手を同封してください）。
作品の取り扱いには十分注意します
が、万一の事故に対する責任は負いかね
ますので、ご了承ください。
■応募・問い合わせ
　〒860−0081
　熊本市京町本丁2−7
　九州森林管理局　広報室
　☎096−328−3600

明るい選挙宮崎県推進協議会では、青
年が、選挙や政治に対して日ごろから考
えていることや感じていること、求めて
いることの意見発表会を開催します。
町選挙管理委員会では、その発表者を
下記のとおり募集します。
青年の皆さんのあふれる思いを意見
発表してみませんか。
たくさんのご応募お待ちしています。

■応募対象者＝昭和58年４月２日から
昭和62年４月１日生まれの人

■発表内容＝『今の選挙や政治につい
て身近に感じたこと・望むこと』

■発表時間＝５分程度
■応募締切＝９月22日（金）
■提出場所＝町選挙管理委員会事務局
（役場2階⑧番窓口）
※優秀な作品については、11月18日（土）
に、宮崎公立大学（講堂）で発表してい
ただきます。

■問い合わせ
　三股町選挙管理委員会事務局
　☎52−1111（内線234）

　　　　　  ＜10月１日〜７日 ＞

「疲れていませんか　心とからだ
みんなでつくろう　健康職場」

宮崎県では、一般定期健康診断の結果、
脳・心臓疾患につながるおそれのあると
医者が判断するものをはじめとして、医
者から何らかのそういった判断をされる
ものを有している労働者の割合が全国平
均を上回る数値で年々増加しています。
労働者の健康を確保するために、当週

間を活用し、県内の各事業場が労働衛生
管理活動を積極的に推進しましょう。
また、併せて労働者自身も職場の健康
管理活動の中から自身の健康管理に努め
ることが重要です。
９月１日から30日までを準備期間と
して、10月１日から７日まで「疲れてい
ませんか　心とからだ　みんなでつくろ
う　健康職場」をスローガンとして、全国
労働衛生週間が実施されます。
この機会に、さらに労働者の健康保持
に努め、快適な職場環境を作りましょう。
■問い合わせ
　宮崎労働局労働基準部　安全衛生課
　☎0985−38−8835

　ご協力ありがとうございます。
４月〜７月の協力団体・人数

都城運転免許センター	…………… 13人
都城農協　三股支所	………………２人
キング株式会社	…………………… 23人
さつきライオンズクラブ（役場内）	 69人

三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。
故人のご冥福をお祈りいたしますと
ともに、社会福祉発展のために有意義に
利用させていただきます。
誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
平成18月７月１日から31日まで

●問い合わせ：三股町役場　TEL52-1111㈹　FAX52-4944

殿 岡生活改善センター
の管理人募集

平成18年事業所・企業統
計調査を実施します

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

木佐貫ヨシ子 夫 定 66 上　新 ３万円

中石　成
なり

子
こ

夫 正春 68 谷 ３万円

安本タミ子 夫 由
よし

己
み

66 梶　山 ３万円

園田　義孝 妻 アヤ子 75 梶　山 ３万円

和田　一則 母 龍
たつ

子
こ

69 高　畑 ３万円

宮田　春子 夫 良一 59 東　原 ５万円

本村理津子 夫 丸夫 67 三　原 ３万円

富賀見千代子 母 斎藤ミチ子 87 上　米 ３万円

桒畑アヤ子 夫 安男 85 下　新 10万円

最上川俊子 夫 明 72 下　新 10万円

出水フミ子 夫 光徳 80 山王原 ５万円

大峰　紀子 夫 次夫 83 餅　原 ３万円

堀内ミチ子 夫 利幸 76 谷 ３万円

第 5回「ふるさと九州の
森林」フォトコンテスト

「わ けもんの主張」
意見発表者の募集

第 57回
全国労働衛生週間

愛のご寄付

愛の献血
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター  ☎52︲8481

●赤ちゃん健診
■期日＝10月６日（金）
■受付＝午後１時15分〜１時45分
■持って来るもの＝母子手帳
●もぐもぐ（離乳食）教室

■期日＝９月20日（水）　 
■時間＝午前９時30分〜正午
■持ってくるもの＝母子手帳、バスタオル、おんぶひも、　

エプロン、三角きん
※託児あります。お気軽にお申し込みください。
●予防接種【ポリオ】

■期日＝９月25日（月）・10月12日（木）
■受付＝午後１時〜２時
■受けられる年齢＝生後３か月〜90か月
■受けるのが望ましい年齢＝生後３か月〜18か月
■持ってくるもの＝母子手帳・印かん　
■注意事項＝ほかの予防接種との間隔は４週間以上あけて

ください。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター ☎ 52︲8101

●にこにこ教室　
■期日＝９月19日（木）、21日（木）

10月５日（火）　
■時間＝午前10時30分〜11時30分
■内容＝19日…リトミック（講師　川崎圭子先生）　　　

21日…友達つくろう！一緒にあそぼう！
主催　子育てサークル「いもん子クラブ」

10月５日…英語であそぼ！
●親子教室

■期日＝９月14日（木）　
■時間＝午前10時30分〜11時30分
■内容＝「多世代交流！」

“ 歌いましょう♪踊りましょう♪ ”
●親子ふれあいコンサート

■期日＝９月26日（火）　
■時間＝午前10時30分〜11時30分
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室
●ボンジュール・ヤナ！

■期日＝10月３日（火）　
■時間＝午前10時30分〜11時30分

　町の国際交流員であるフランス人のヤナさんと
　お話をしてみませんか！
●誕生会

■期日＝９月28日（木）　
■時間＝午前10時30分〜11時30分
■内容＝８月と９月生まれのお友達をお祝いします。

　　

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター  ☎52︲8481

●リズムウォーキング
■期日＝９月25日(月)
■時間＝午前11時〜正午

※ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を１時間程度行
います。
９月は「健康増進普及月間」です

「１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にくすり」
　高血糖・高血圧・高脂血・内臓肥満などの生活習慣病は、自
覚症状なく進行します。しかし、生活を改善することで予防で
きます。先日、各家庭に配布しました三股町健康づくり計画「い
きいき　げんき　みまた２１〜ダイジェスト版」にも「糖尿病
を予防する」を大目標として掲げ、行動目標への取り組みも世
代ごとにあげました。　
　９月は「健康増進普及月間」です。この機会に生活習慣の見
直しをしてみてはいかかでしょうか？
　特に最近は交通手段の発達や家事や仕事の自動化により身体
活動量の低下が問題になっています。
　標語にあるように、まずは生活の中に運動を取り入れてみま
しょう。運動は、生活習慣病などの予防やメンタルへルス、生
活の質の改善にも効果があることが認められています。計画で
も日ごろから意識的に身体を動かす人を増やすことを目標にして
います。その計画が実行性のあるものとなるように健康管理セン
ターでは「いきいき元気塾」を通してきっかけづくりを行ってい 
ます。今回は下記の日程で行いますので、ぜひご参加ください。
●いきいき元気塾（運動実践編）

月　　　　　日 時　　　　　間 場　　　　　所

9月28日（木） 午前9時30分〜10時30分 勤労者体育センター

10月5日（木） 午前9時30分〜11時 第6地区分館

10月12日(木) 午前9時30分〜11時 第6地区分館

10月19日(木) 午前9時30分〜11時 第6地区分館

10月27日（金） 午前9時30分〜11時 第6地区分館

■内容＝糖尿病予防（生活習慣病）のための運動
■講師＝上村裕子さん（健康運動実践指導者）
■持ってくるもの＝運動のできる服装、室内用シューズ、

水分補給用のお茶
※事前に健康管理センターに申し込みをしてください。

心身障害者福祉手当交付申請について
●社会福祉係（内線164）

　下記のとおり、心身障害者福祉手当ての支給対象に当てはま
る人は申請手続きをしてください。

■支給対象者＝  
10月１日現在、町の住民で身体障害者手帳または宮崎県
の療育手帳の交付を受けている人で次の①〜④すべてに
当てはまる人
①国民年金、厚生年金、恩給など、公的年金（農業者年金

は除く）を受給していない人
②児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者手当、

障害児福祉手当、三股町心身障害児童扶養手当などの
支給を受けていない人

③町に転入してから６カ月を経過した人
④障害基礎年金の受給資格を超える所得(例：扶養人数０

人の場合で360万4,000円)がない人
■申請期間＝10月2日〜31日まで

（ただし、土・日曜日、祭日は除く）
■申請場所＝福祉課（⑦番窓口）
■申請に必要なもの＝印かん、身体障害者手帳または

療育手帳、郵便局以外の通帳
■手当額＝身体障害者手帳１級〜４級の人、

療育手帳の程度がＡの人…………………１万円
身体障害者手帳５級〜６級の人、
療育手帳の程度がＢ１〜Ｂ２の人………8,000円

｢介護保険認定の更新申請｣について
●介護高齢者係（内線162）

認定有効期間満了日の 60 日前から更新の申請ができます。
実際にサービスを利用している人は、更新の手続きをしないと、
全額自己負担となりますのでご注意ください。

現在、介護保険サービスを利用していない人については、手
続きの必要はありません。今後利用するときに認定申請をされ
てもかまいません。

在宅高齢者生きがい活動支援通所事業について
●介護高齢者係（内線169）

この事業では、日常動作訓練、趣味活動 ､ 生活指導、健康指
導 ､ 入浴、などの一連のサービスを提供しています。

要介護認定を受けていない（非該当含む）おおむね 65 歳以
上の人で、要介護状態になる恐れのある高齢者を対象としてい
ます。現在 93 人の登録者がいます。

個々のサービスを希望する場合にも、まずは福祉課にご相談
ください。

「在宅高齢者等『食』の自立支援事業（配食サービス）」
の利用について
●介護高齢者係（内線169）

在宅で調理が困難なおおむね 65 歳以上の高齢者と身体障害
者を対象に、定期的に居宅を訪問して栄養のバランスの取れた
食事を提供するとともに安否確認をします。

「在宅高齢者軽度生活援助事業」の利用について
●介護高齢者係（内線169）

「在宅高齢者軽度生活援助事業」を利用している人については、
介護保険認定申請を行った場合には、介護保険サービスとの重
複利用はできませんので、ご注意ください。

詳しくは、福祉課までお問い合わせください。

〜介護者も心身のケアを〜
先の見えない介護、一人で抱え込んでいませんか？
毎日暑い日が続いていますが、介護疲れしていませんか？
●介護高齢者係（内線169）

｢ 嫁だから、子どもだから介護するのは当然 ｣ では、先の見
えない介護は荷が重すぎます。

一人で介護のすべてを賄っていては、心も体も疲れ果ててし
まうでしょう。

介護者の疲れは、食欲不振や不眠、腰痛など体調を崩すこと
にもつながり、イライラしたり、家庭内がギクシャクしたりし
て、介護される人にも不安感を与える結果になります。

周囲の人に現状を知ってもらい、手助けをしてもらうことは
決して悪いことではありません。

まず、「自分ですべて
をしなければ」という使
命感を捨て、一人で抱え
込まないでください。

家庭内で時間を決め、
役割分担をしてもらうな
ど、じょうずに負担を軽
減することが大切です。

そういった介護の悩み
を持っている場合は、一
人で悩まず、お気軽に福
祉課へご相談ください。

10月の行事予定
親子教室
期日＝10月22日（日）
時間＝午前９時30分
　　　　　　〜正午
内容＝パパといっしょママ
といっしょのミニミニ運動会
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大丈夫かしら…

安心して
ください。
わたしたちが
サポート
します！

介護をやっているなら不安やストレスは当然のことです。
そうしたことはひとりでため込まず、人に相談すること
も大切です。



いきいき げんき！● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜
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切寄地区竹灯ろう

毎年、お盆の時期に飾られる梶山地区
の盆灯ろう。切寄と上之馬場では、８
月12日から15日にかけて、住民手作
りの｢竹灯ろう｣が飾られました。
写真は、切寄地区の竹灯ろう。道路沿
いに並ぶロウソクの明かりが幻想的で、
約３００㍍もの光の回廊を作り出してい
ました。

くらしのカレンダー
1.September ~ 9.October 2006

みまた

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

◎今月の表紙

◎9月の予定

くらしのカレンダー

『光の回廊』

Life & Tax

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

10月２日(月)は納付期限です
●納税管理係(内線144・147)
納付期限内に納付しましょう。

■ 固定資産税（２期）
■ 国民健康保険税（３期）
※口座振替は９月25日（月）が振替日です。再振替は行っ
ていません。22日（金）までに預貯金口座の残高確認
をお願いします。

「納税相談」ご利用ください
●納税管理係(内線144・147)
　「やむを得ない特別な事情があって納付期限内に納税
できない」「一度に納めることが難しい」といった場合に
は、印かんをお持ちになり、ご相談ください。早めの納
税相談は分割納付などにおいて納付期間や金額に余裕を

持つことができます。
　また、納税について分からないことがありましたら、
お気軽にご相談ください。

町税などに関する届け出について
「今一度ご確認をお願いします」
●住民税係（内線133・134）
　国民健康保険の加入者で社会保険に加入した人、また
は、会社を退職した人、軽自動車（原動機付自転車、小
型特殊自動車、自動二輪車など）を廃車、譲渡した人は、
早めに届け出をお願いします。
　届け出をしないと、いつまでも税金を払うことになり
ます。場合によっては、過去にさかのぼって税金を払う
ことになります。
　異動のたびに面倒がらずに手続きされますようお願い
します。

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう

★かしこく食べる  〜その２〜

食育って？　毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、
　　　　　 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。

がないと思ったら、海苔（のり）を添える」といった具合です。

この方法は、見た目の色で判断すればいいので子どもから

高齢者まで簡単にできます。ただし、お菓子やジュース、み

そ以外の調味料（しょうゆ、ケチャップなど）は、５色に入れ

ません。

【緑の皿のメニュー】
秋の実りのみぞれ和え　80㌔㌍　塩分 0.5㌘

◎カラフル5色で、バランスアップ！
バランスよく食事をするために、今回は食品の色に注目し

てみましょう。やり方は簡単です。食事を取る前に、食卓を

眺めてみて、赤・緑・白・黄・黒の 5 色があるか確認するだ

けです。足りない色があれば、それを補います。例えば、「黒 

材
料（
４
人
分
）

サツマイモ 150 ㌘、柿 100 ㌘、三つ葉 20 ㌘、おろし
大根 160 ㌘、揚げ油適宜、酢小さじ２、砂糖小さじ１、
塩小さじ１／３

作

り

方

①サツマイモは皮付きのまま１㌢のさいの目切りにする。
　水にさらし、よく水気をふき取る。
②柿も１㌢のさいの目切りに。
　三つ葉はさっとゆで２㌢長さに切る。
③サツマイモを170度の油で素揚げする。
④おろし大根と調味料を合わせておく。
⑤全部混ぜ合わせてできあがり。

赤
肉や野菜

トマト、ニンジ
ン、豚肉、牛肉、

赤身魚

緑
野菜
ピーマン、ほう
れん草、ブロッ
コリー白

穀物や白身魚
ごはん、パン、う
どん、牛乳、
白身魚、
豆腐

黒
海藻など
のり、ゴマ、

シイタケ、ワカメ、ひじき

黄
いも類

ジャガイモ、
カボチャ、
みそ、
卵

21 木 ◦缶・びん
22 金 ◦可燃物

23 土

◎柏村内科（内・消・循・呼吸） ☎22-2616（上　町）
◎松山医院（内・呼吸・リウ） ☎24-1046（上川東）
◎海老原内科（内・小） ☎64-1211（山田町）
◎倉内整形（整） ☎22-1252（上　町）
◎横山病院（泌） ☎22-2806（都島町）
◎すみ産婦人科（産・婦） ☎23-1152（東　町）

◦図書館休館日

24 日

◎河村医院（内・小） ☎39-5868（梅北町）
◎鵜木内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）
◎竹田内科（内） ☎38-1036（高木町）
◎仮屋外科（外・胃・内・肛門） ☎25-7712（志比田町）
◎庄内医院（外・内・整） ☎37-0522（庄内町）
◎永吉眼科（眼） ☎22-1530（姫城町）

25 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
26 火 ◦可燃物
27 水

28 木 ◦トレイ・ペット
29 金 ◦可燃物
30 土

1 日

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）
◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）
◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）
◎橘整形（整） ☎23-7236（中　町）
◎石井皮膚科（皮） ☎23-4588（蔵原町）
◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

2 月 ◦不燃物
3 火 ◦可燃物
4 水

5 木 ◦缶・びん
6 金 ◦可燃物
7 土

8 日

◎宇宿医院（内・小・胃） ☎25-9031（栄　町）
◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）
◎瀬ノ口内科（内） ☎25-7780（都原町）
◎福田クリニック（外・循・内）☎46-1122（蓑原町）
◎山下医院（胃・外） ☎52-1348（三股町）
◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

9 月

◎柳田病院（内・小） ☎22-4862（東　町）
◎あきと内科胃腸科（内・胃）☎46-5500（都原町）
◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）
◎野口脳神経外科（脳外科）☎47-1800（太郎坊町）
◎速見医院（泌） ☎24-8344（妻ヶ丘町）
◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

◦図書館休館日

1 金 ◦可燃物
2 土

3 日

◎海老原記念（内） ☎22-2240（立野町）
◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）
◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）
◎マドコロ外科（外・胃・整） ☎22-0138（小松原町）
◎ゆうクリニック（消・外・内）☎46-6100（広原町）
◎宮田眼科（眼） ☎22-1441（蔵原町）

4 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
5 火 ◦可燃物
6 水

7 木 ◦缶・びん
8 金 ◦可燃物
9 土

10 日

◎おおくぼクリニック（内）☎26-1500（千　町）
◎久保原田中（内・小） ☎22-7700（久保原町）
◎畠中医院（内） ☎52-6000（三股町）
◎福島外科（外・胃） ☎38-1633（都北町）
◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）
◎武田産婦人科（産・婦） ☎22-0336（蔵原町）

11 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
12 火 ◦可燃物
13 水

14 木 ◦トレイ・ペット
15 金 ◦可燃物
16 土

17 日

◎森山内科クリニック（内） ☎21-5000（南鷹尾町）
◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）
◎宮下クリニック（内・皮） ☎37-0539（庄内町）
◎浜田医院（胃・外） ☎22-1151（牟田町）
◎寺本整形（整） ☎22-1171（北原町）
◎中山耳鼻科（耳鼻） ☎24-2648（妻ヶ丘町）

18 月

◎田口クリニック（内） ☎24-0600（下川東）
◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）
◎教山医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）
◎たかお浜田（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）
◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）
◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

◦図書館休館日
19 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
20 水 ◦不燃物 ◦図書館休館日

◎10月の予定
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８
月
６
日
、「
都
城
支
部
消
防
操

法
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▽
町
代
表
の
各
部
は
、
こ
の
日
に

向
け
て
毎
日
夜
遅
く
ま
で
練
習

に
励
み
ま
し
た
。
▽
操
法
大
会
の

年
は
、
い
つ
も
消
防
団
に
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
▽
と
い
う
の
も
、

操
法
大
会
に
向
け
た
練
習
に
は
、

選
手
の
ほ
か
に
練
習
の
補
助
を

行
う
人
手
が
か
な
り
必
要
で
す
。

▽
補
助
員
は
、
水
を
含
ん
だ
重

い
ホ
ー
ス
を
運
ん
だ
り
、
水
槽

の
準
備
を
し
た
り
と
大
変
な
作

業
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
▽
そ
れ

で
も
曇
り
の
な
い
顔
を
し
て
毎

日
練
習
に
参
加
し
、
選
手
に
「
頑

■
茶
じ
ょ
け

お便りやイラスト、お子さまの写真を募集しています。
皆さまからのお便りを募集しています。ふだん生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなど
をお書きの上、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さまの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,519人◦女／13,080人
◦計／24,599人◦前月比−22人
◦世帯数／9,185戸（＋5戸）
◦出生／16人◦死亡／12人
◦転入／69人◦転出／95人

三股町の人口
平成18年８月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

この広報紙は、古紙配合率100%の再生紙を使用しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

No.433
2006.9

張
れ
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
そ

の
存
在
は
、
選
手
に
と
っ
て
か
な

り
貴
重
。
選
手
は
自
分
の
す
べ

き
こ
と
に
集
中
で
き
る
か
ら
で

す
。
▽
選
手
も
補
助
員
も
「
チ
ー

ム
の
“
優
勝
”
に
向
け
て
何
を

す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
の
か
」

を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
、
行
動
し
て

い
る
の
で
す
。
▽
操
法
大
会
の

目
的
は
団
員
の
技
術
向
上
と
は

い
え
、
目
標
に
向
か
う
こ
の
連

帯
感
や
責
任
感
が
、
町
消
防
団

の
伝
統
や
操
法
技
術
の
高
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
▽
選
手
の
皆
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
大
会
を
通
し
て
選
手

を
支
え
た
団
員
の
皆
さ
ん
も
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

桒　
畑　
洋　
子

終
戦
日
兵
た
り
し
吾
八
十
路
越
す

七
人
の
子
を
産
み
姑
は
百
余
年｢

持
つ
べ
き
は
子
な
り｣

と
穏
し
き
笑
顔

津　
曲　
香
代
子

益　
山　
裕　
夫

水
張
田
の
早
苗
は
風
に
そ
よ
ぎ
を
り
赤
く
映
え
ゐ
る
夕
焼
け
の
空

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

中　
村　
八　
郎

が
、
戦
争
を
知
ら
な
い
人
た
ち
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
迎
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

終
戦
日
、
す
な
わ
ち
８
月
15
日
は
第
２
次
世
界
大
戦
の
終
結
し
た

日
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
毎
年
毎
年
８
月
15
日
は
め
ぐ
っ
て
き
ま
す

夕
顔
や
授
粉
成
功
つ
ぎ
つ
ぎ
と

か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
満
１
０
３
歳
で
亡
く
な
っ
た
姑
（
は
は
）
は
、
常
に
感
謝
の
言
葉

を
忘
れ
な
い
人
で
し
た
。
今
、
姑
の
言
い
残
し
た
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
懐

こ
の
夕
暮
れ
時
の
美
し
さ
に
感
動
！
三
股
は
い
い
な
あ
！
と
思
い
ま
し
た
。

散
歩
の
帰
り
道
、
一
面
に
広
が
っ
た
思
い
が
け
な
い
美
し
い
田
園
風
景
を
発

見
し
ま
し
た
。
真
っ
赤
な
夕
焼
け
が
田
に
赤
く
映
り
、
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に

と
芽
が
出
て
、
成
功
を
確
認
し
ま
し
た
。

昨
年
、
夕
顔
の
花
に
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
授
粉
を
試
み
、
得
た
種
子
約
20
個

を
プ
ラ
ン
タ
ー
の
中
に
ま
き
ま
し
た
。
約
２
週
間
ほ
ど
し
て
か
ら
次
々

〈
♪
〉

93

★

村む
ら

上か
み

航こ
う

大だ
い

く
ん
（
０
歳
）

◎
平
成
18
年
２
月
２
日
生
ま
れ

◎
貴
雄
さ
ん
・
三
千
代
さ
ん
の
長
男

おしゃべり大好き航大くん。３歳から幼稚
園。お友達をたくさんつくって、元気よく
遊んでね♪弟とも仲良くね♪

道み
ち

嶋し
ま

航こ
う

大だ
い

く
ん
（
２
歳
）

最
近
、
歯
が
生
え
て
き
て
、
食
べ
盛
り
の
航
大
く

ん
☆
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
大
き
く
な
あ
〜
れ
☆
♥

こ
れ
か
ら
も
わ
が
家
の
癒
や
し
系
で
い
て
ネ
♥

◎
平
成
15
年
12
月
２
日
生
ま
れ

◎
寛
さ
ん
・
千
春
さ
ん
の
長
男

9月18日は敬老の日！
８月20日、｢梶山小いかだ下り大会｣の会場（め
がね橋下河川敷）で、子どもたちにおじいちゃん、
おばあちゃんへの思いを書いてもらいました。
｢おじいちゃん、おばあちゃんは大好き！｣という
子どもたちには、おじいちゃん、おばあちゃんへの
感謝の気持ちがいっぱいつまっているようです。
９月18日は敬老の日。経験豊富なおじいちゃん、
おばあちゃんのいろんな話を聴いてみては。

「
6
D
E
a
&
y<
6
F
#
a
&
y
\」

【
今
回
の
テ
ー
マ
】

梶
山
小
い
か
だ
下
り
大
会
編

JIN
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■日　　時：10月18日㈬
開場／午後６時30分
開演／午後７時

■料　　金：
　一　般／ 2,000円（当日券2,500円）
　小学生〜高校生／ 1,000円（当日券1,500円）
　団体割引（10人以上）／一人あたり300円引き
　※未就学児の入場はご遠慮ください。

■上 演時間：約110分（休けい込み）

シエナ・ブラス コンサート

※出演者の一部と曲目、曲順は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

この秋も九州にシエナ旋風が巻き起こる！これは絶対、聴き逃せない！！
いま最高の人気と実力を誇るプロ吹奏楽団《シエナ・ウインド・オーケストラ》
の実力派金管楽器奏者10人で編成されるブラスアンサンブルが《シエナ・ブ
ラス》です。若々しく華麗な「シエナ・サウンド」をお楽しみください。

虹の架け橋コンサート　公共ホール連携事業

 シエナ・ウインド・オーケストラのえり抜き金管アンサンブル

■演奏曲目：　
・ルスランとリュドミーラ序曲
　【グリンカ】

・スザート組曲
　【T・スザート】

・ガブリエリのカンツォンより（８重奏）
　【G・ガブリエリ】

・カルメン組曲
　【G・ビゼー】

・シエナ・ブラスの音楽のおもちゃ箱
　古今東西の名曲をトークを交えて楽しく
　お聞かせします！何が出るかはお楽しみに！！

・ガーシュインセレクション
　【G・ガーシュイン】

　ほか

河野響子
崇高で誇り高き作曲家ショパンの優雅な響きをお届けします。

■日　時：10月22日㈰
　　　　  開場／午後 3時30分
　　　　  開演／午後 4 時
■料　金：  一　　般／ 1,500円（当日券1,700円）
　　　　　小学生〜高校生／ 700円（当日券900円）
　　　　　親子ペア／ 2,000円（当日券2,400円）
　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
■上演時間：約105分（休けい込み）

■演奏曲目＝
　〜オール・ショパン・プログラム〜
　　夜 想 曲　第１３番　ハ短調　Op.48−1

　　バラード　第１番ト短調　Op.23

　　バラード　第３番変イ長調　Op.47

　　アンダンテ・スピアナートと
　　華麗なる大ポロネーズ変ホ長調　Op.22

　　前奏曲　嬰ハ短調　Op.45

　　ピアノソノタ　第３番ロ短調　Op.58

※曲目、曲順は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

P i a n o  R e c i t a lKyoko Kawano

ピアノ リサイタル

江
戸
と
い
う
時
代
を
懸
命
に
生
き
る

名
も
な
い
人
々
の
哀
歓
を
描
い
た
作
家
、
藤
沢
周
平
│
。

そ
の
作
品
た
ち
は
、
現
代
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
に

忘
れ
か
け
て
い
た
“
何
か
”
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
藤
沢
作
品
の
世
界
を

朗
読
や
一
人
芝
居
と
は
一
味
違
う
『
語
り
』
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

語
り
へ
の
招
待

　
　
　
　

藤
沢
周
平
の
世
界

■
日
時
＝
11
月
１
日（
水
）

開
場
／
午
後
６
時
30
分　
　
　

開
演
／
午
後
７
時

※
開
演
後
の
入
場
は
一
編
の
演
目
が
終
了
し
た
時
点
で
ご
入
場
く
だ
さ
い
。

■
上
演
時
間
＝
約
１
０
５
分
（
休
け
い
込
み
）

■
料
金
＝
一
般
／
２
、０
０
０
円
（
当
日
２
、５
０
０
円
）

中
学
生
〜
高
校
生
／
１
、０
０
０
円
（
当
日
１
、５
０
０
円
）

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
／
３
、０
０
０
円
（
前
売
り
の
み
）

※
小
学
生
以
下
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。　

■
演
目
＝
藤
沢
周
平
作
品　

三
篇

晩
夏
の
光　
薗
田
潤
子

夢
ぞ
見
し　
長
谷
由
子

贈
り
物　
　

鎌
田
弥
恵

鎌田弥恵

薗田潤子

長谷由子



右
記
の
表
は
、
町
内
河
川
（
沖
水
川
、

年
見
川
、
細
目
川
、
寺
柱
川
、
高
畑

川
）
９
地
点
で
年
に
２
回
（
豊
水
期
６

月
と
渇
水
期
12
月
）
行
っ
た
水
質
検
査

結
果
の
平
均
値
を
、
年
を
追
っ
て
み
た

も
の
で
す
。
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
年
々
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
水
質
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
１
年
ほ
ど
は
水
質
悪
化
も

み
ら
れ
ま
す
。

河
川
浄
化
へ
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

川
は
き
れ
い
に
も
汚
く
も
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
河
川
水
の
採
水
は
、
毎
年
、
同
時

期
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
天
候
に
よ
る

河
川
水
量
が
検
査
結
果
に
反
映
さ
れ
ま
す

の
で
、
検
査
結
果
が
実
際
の
値
と
異
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
の
汚
れ
を
知
る
手
が
か
り

Ｂビ
ー

Ｏオ
ー

Ｄデ
ィ
ー

１日１人当たりの負担割合

河川におけるＢＯＤの推移

水
の
中
に
い
る
バ
ク
テ
リ
ア
が
、
水

中
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
を
分
解
す
る
こ

と
で
水
質
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

分
解
に
は
「
酸
素
」
が
必
要
。
さ
ま
ざ

ま
な
物
質
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
た
く

さ
ん
の
酸
素
を
必
要
と
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
そ
の
酸
素
の
量
を
量
れ
ば
汚
れ
の

程
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

こ
の
方
法
を
「
バ
イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
・
オ

キ
シ
ゲ
ン
・
デ
マ
ン
ド
」
と
い
い
、
そ

の
頭
文
字
が
Ｂ
Ｏ
Ｄ
で
す
。

折込特集：水に優しい生活を！

あ
な
た
が
使
っ
た
水
は
、繰
り
返
し

使
わ
れ
て
い
ま
す！

町
で
は
、
主
に
地
下
水
を
水
道
水
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

が
使
い
、
放
流
し
た
水
は
、
下
流
の
人

た
ち
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
水
を
繰
り
返
し
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
わ
た
し
た

ち
は
も
っ
と
水
の
汚
れ
に
関
心
を
持
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
生
活

廃
水
を
で
き
る
だ
け
出
さ

な
い
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
、
家
族
み
ん
な
が

協
力
し
合
う
こ
と
で
も
っ

と
美
し
い
川
を
、
も
っ
と

き
れ
い
な
水
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

暮
ら
し
の
中
か
ら
出
る

　
「
汚
れ
」っ
て
、ど
の
く
ら
い
？

汚
す
も
家
庭
、
守
る
も
家
庭
。

あ
な
た
も
当
事
者
で
す
。

BOD
有機物質
43㌘

人／日

し尿
30㌫ 13㌘

風呂
20㌫
9㌘

台所
40㌫
17㌘

洗濯など
10㌫
  4㌘

生
活
雑
排
水
・
約
70
㌫ 
30
㌘



シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン

ス
は
適
量
を
守
る
。

わたしたちが、日常口にする食品の汚れはどの程度なのでしょうか。下
の表は、台所から流された食品の汚れを魚が住める水質（水１㍑あたりの
BOD５㍉㌘以下）にするため、お風呂（300㍑）何杯分必要かを示したも
のです。

主な食品の汚れの程度

図：宮崎県環境管理課発行
　　「わたしたちのふるさとのきれいな水、美しい川をまもるため」より引用

折込特集：水に優しい生活を！

流
し
の
三
角
コ
ー
ナ
ー

や
生
ご
み
受
け
に
水
切
り

袋
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

廃油

古布
または
新聞紙

水切り袋の代わりに
古いストッキングも
効果的。

油を流さないで！

野菜くずや食べかすはご
みとして出すか、肥料な
どとしても活用できます。

汚れの少ないものから洗って
いくと、合理的で洗剤や水の
量が少なくてすみますよ。

お米のとぎ汁には多くの養分
を含んでいます。捨てると河
川の汚れの原因になりますの
で、植木などの肥料として有
効に活用しましょう。

ONE POINT!

ONE POINT!

ONE POINT!

ONE POINT!
台
所
の
洗
剤
は
、
薄
め

て
用
意
し
て
お
き
、
そ

れ
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

食
器
や
鍋
の
油
は
、
古

布
や
新
聞
紙
で
ふ
き
取
っ

て
か
ら
洗
う
と
汚
れ
が
非

常
に
少
な
く
な
り
ま
す
。

廃
食
用
油
は
使
い
切
る

か
、
ご
み
と
し
て
捨
て
る

な
ど
排
水
と
し
て
は
絶
対

に
流
さ
な
い
よ
う
に
！

台　所

お風呂 トイレ 洗　濯
洗剤は多く使えば効果があるというわけで
はありません。適正な量を使いましょう！

ONE POINT!

洗濯では、石鹸や無リン洗剤を使いましょ
う。リンは富栄養化の原因の一つです。

ONE POINT!

洗
濯
の
洗
剤
は
使
い

過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

貯水タンクに瓶などのおもりを入れ、貯水
量を減らす工夫もしましょう。

ONE POINT!

汚れた水を少なくするためにも、大小切り
替えレバーが付いているトイレでは、大小
レバーを使い分けましょう。また、音を消
すための流水はしないようにしましょう。

ONE POINT!

ト
イ
レ
使
用
後
は
、

こ
ま
め
に
掃
除
し
て
！

入浴剤は、使わないようにしましょう。
ONE POINT!

お風呂の残り湯は、洗濯などに使って有効
に活用しましょう。

ONE POINT!

排
水
の
流
れ
を

た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う

うちは下水道に
つないでいるよ。

うちは合併処理
浄化槽できれいにして
から流しているよ。

うちは単独処理浄化槽で
トイレ排水だけは

きれいにしているけど、
台所などの排水はそのまま

流しているな…。

うちはくみ取りトイレ。
台所などの排水はそのま
ま流しているのね…。

公共下水道・農業集落排水施設

生
活
で
汚
れ
た
水
を
、

な
る
べ
く
出
さ
な
い
工
夫
を！

川をきれいにす
るには、単独処理浄化
槽やくみ取りから合併
処理浄化槽へ変更した
り、公共下水道や農業
集落排水施設につなぐ
ことが大切です。

食　品 量 その汚れは水１㍑あ
たりBOD何㍉㌘か

魚が住める水にするために
お風呂何杯分の水が必要か

使用済み
天ぷら油

残り分
（500㍉㍑）

1,000,000
（㍉㌘）

330杯
（99,000㍑）

牛乳 コップ１杯
（200㍉㍑）

78,000
（㍉㌘）

10杯
（3,000㍑）

みそ汁 おわん１杯
（200㍉㍑）

35,000
（㍉㌘）

4.7杯
（1,410㍑）

米のとぎ汁 ４合といだ場合
（2000㍉㍑）

3,000
（㍉㌘）

4杯
（1,200㍑）

ラーメンの汁 どんぶり１杯
（200㍉㍑）

20,000
（㍉㌘）

2.7杯
（810㍑）

しょう油 小皿少量
（15㍉㍑）

150,000
（㍉㌘）

1.5杯
（450㍑）

※お風呂の水の必要量（４列目）は各食品の量（２列目の下段）に対する必要量です。

※図中のBOD値は、各家庭から出る１日あたりの汚れを表し、
　数値が高いほど汚れていることを示します。

㌫

㌘

㌘

㌘

㌘

㌘㌘

㌘

㌘



浄
化
槽
は「
生
き
物
」で
す
。

し
っ
か
り
維
持
管
理
を
。

装
置
・
付
属
機
器
の
点
検
や

修
理
、
消
毒
剤
の
補
充
な
ど
を

行
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
処
理
方
式
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
な

合
併
処
理
浄
化
槽
（
20
人
槽
以

下
）
で
は
年
３
回
以
上
の
実
施

が
必
要
で
す
。
県
に
登
録
さ
れ

て
い
る
保
守
点
検
業
者
に
委
託

し
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理

浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥

の
抜
き
取
り
や
装
置
の
洗
浄
な

ど
を
行
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
処

理
方
式
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
一
般
的
な
合
併
処
理
浄
化

槽
で
は
年
１
回
の
実
施
が
必
要

で
す
。

町
の
許
可
を
受
け
て
い
る
清

掃
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

保
守
点
検
や
清
掃

が
適
切
に
行
わ
れ
、
浄

化
槽
が
正
し
く
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
判

定
す
る
も
の
で
す
。

設
置
後
に
実
施
す

る
検
査
と
、
毎
年
１
回
実
施
す

る
検
査
が
あ
り
ま
す
。

①
水
質
検
査
（
残
留
塩
素
、
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
〔
Ｂ

Ｏ
Ｄ
〕
な
ど
）

②
外
観
検
査
（
稼
働
状
況
、
臭

気
、
破
損
・
不
良
箇
所
な
ど
）

③
書
類
審
査
（
保
守
点
検
・
清

掃
の
記
録
と
保
存
状
況
）

指
定
機
関
（
財
団
法
人
宮
崎

県
環
境
科
学
協
会
）
が
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
検
査
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

保
守
点
検
と
清
掃
は
浄
化
槽
の
健
康
管
理
、

そ
し
て
法
定
検
査
は
浄
化
槽
の
健
康
診
断
で
す
。

引
用
文
献
：
宮
崎
県
環
境
管
理
課
発
行

　
　
　
　
　
「
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
き
れ
い
な
水
、
美
し
い
川
を
ま
も
る
た
め
」

町
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、
そ
の
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
補
助
基
数
と
補
助
地
域
に
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
水
道
課 

環
境
保
全
係 

☎
52
︲
１
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

◦
保
守
点
検

◦
清　

掃

◦
法
定
検
査


